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ハムシ科における成虫の大腮形態について

酒井 貢

ハムシ科Chrysome1 idae は輪翅日の中でも比較的大きなグループであり、 日本から562 種が知ら

れている( 大野, 1971 )o カミキリムシ科Cerambycidaeおよびマメゾウムシ科Bruchidaeとともに
植食性を示しハムシ上科Chrysome1oideaに含まれるo
成虫は主として葉を食すが、幼虫には地中で根を食すもの、茎に入るもの、葉肉に潜入するものな

ど、 より多様な食害形式があることが知られている( 滝沢 , l981 )。ハムシ科甲虫のhost となる植
物は種によってその嗜好性が異なっており、特定の植物のみを食すものから多数の科にわたった植物

を食すものまでいろいろな選択性がある ( 大野 ,1970)。
筆者は、 このような食性を持つハムシ科甲虫の口器の形態を比較検討するという研究は、 ハムシ科

が食性を変化させてきた道すじをたどる上でも非常に重要であると考えた。 今回は、食性と密接な関
係を持つ大腮mandib1 eの形態について比較検討を試みたのでここに報告する。
なおハムシ科甲虫の大腮の形態についてはChuj6 (1951-62 )の、近緑のカミキリムシ科において
は下村 (1975 ) の研究がある。

比較検討に用いた材料

今回用いた材料は日本産ハムシ科の中から、各亜科の種数および多様性を考慮したうえで92種を選
択し用いた。 なお材料はすべて雄とした。

また使用した標本の種名およびその採集データは、表2 に示したo

方 法

材科にはすべて乾燥標本を用い、  5 % NaOH水溶液中で約5 分間煮沸湯煎した後、 ガラス皿上にお

いて70% アルコールに沈めピンセットで口器を分解した。 一速の口器から大 を取りはずした後に、

ホールスライドグラス上でグリセリン中に沈め、双眼実体顕徴鏡下で観察を行ったo

各亜科の概要

観察結果を記述する前に、 ここでハムシ科の概略を把握するために各亜科の簡単な解説を述べるこ
とにする。現在ハムシ科は17 亜科に分類されており、 このうち日本には16 亜科が分布しているo
ハムシ科におけるhigher - taxaの分類に関しては近年になってChen ( 1973 ) , Crowson (1981 )
等が新しい意見を提出しているが、ここではKimoto ( 1964- 66 ) の取り扱いに従ったo
1. ナガハムシ亜科 0 r 8odacn i :nae

日本からはクロナガ、ムシ0rsodacn, arab , Chnjujôのみが記録されているo非常に小さな亜科で、

1
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生活史、  ho s t等は不明である。 成虫は山地の花より得られるo
2. モモブトハムシ亜科 Zeugophor inae
日本からは1 属10種が記録されている。 比較的稀な種が多く、生活史に関する報告は少ないo ワモ
ンモモプトハムシzeu,gophora anM,fata(Baly) については、マユミの葉に潜入した幼虫が林(1962 )
によって報告されている。

3.  カタビロハムシ亜科 Megal opodi nae
小さな亜科で、 日本からはヵタビロハムシTemnas・p,s Japon,eus Balyのみが記録されているo成
虫はネズミモチ・ コパノトネリコ・ イポタノキの若枝をかじることが知られているo
4.  ネクイハムシ亜科 Donac i i nae

日本からは3属17 種が記録されている。 この亜科は水辺の草本をhos tとしており、半水接の特異
な生活をすることが知られている。 特に稲の害虫として有名なィネネクイハムシDonac'aP「o';os't i
Fai rmaireについては、高橋( 1954 ) の詳細な研究があるo
5. クビナガハムシ亜科 C r i o ce r i n ae

日本からは4属30種が記録されている。イネ・ ツュクサ・ ユリ等の単子葉植物をhostとするもの
が多い。 この亜科の幼虫は黄を背にのせる習性がある。稲の害虫として有名なィネドロオイムシはイ
ネクビポソハムシ0utma oryzae ( Kuwayana) の幼虫であるo
6.  ナガツツハムシ亜科 C l yt r inae
日本からは3属10種が知られているo オオナガツツハムシ属CL3,taでは、  アリの巣で生活するも
のが知られているが、 日本におけるこのような報告はないo
7. ツツハムシ亜科 C ryptocephal inae
日本からは4 属41 種が記録されている。 体形が円街形であることからこの名があるo 幼虫は で穀

を作り、その中に潜んで落葉を食することが知られているo
8. ツヤハムシ亜科 L anp ro8oma t i:nae
日本からは2 属7 種が記録されている。 いずれも3一前後の小型種で、体表が平滑でつやがあるo

9.  コプハムシ亜科 Ch l ami 8 i nae

ッヤハムシ亜科と同様にいずれも3 ~4 nの小型種で、  日本からは1 属10種が記録されているo 体

表にコブ状の隆起を備え、一見解翅日幼虫の を思わせることから、 ムシクソハムシの異名があるo
10.  サルハムシ亜科 E umo l pi nae
日本からは20 属51 種が記録されている。 この亜科は南方に種類数が多いことがKimoto (1966)
によって報告されている。 幼虫は土中で植物体の根を食するo
11.  ホソハムシ亜科 S yne t inae
日本からはカパノキハムシSyneta adam.si BalyおよびォォカバノキハムシS ma j o r Nakane の

2 種が記録されている。 生活史については不明である。 成虫は山地で発見されるo
I a ハムシ亜科 C ],r ygomel inae
サルハムシ亜科とは逆に、 この亜科は北方に種類数が多いことがKimoto (1966) によって報告さ

れている。 日本からは16 属49 種が記録されている。 体長10一前後の大型種が多く、幼' 成虫ともに
葉上で葉を食する。

13. ヒゲナガハムシ亜科 Ga leruc inae

2
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日本からは37 属98 種が記録されている。 ハムシ科各亜科の中でも大きなグループで、 一般に將翅

が柔かく、 触角が長いのが特徴であるo ウリ類の害虫で有名な、 ウリハムシAutaeophora femoral,,s
( Motschulsky ) はこの亜科に含まれる。

l 4. ト ビハムシ亜科 A l t i c i n ae

日本からは50属193種が記録されており、ハムシ科の中で最大の亜科であるo 発達した後腿節によ
り跳ねることから、 ノミハムシとも呼ばれる。体長2m以下の小型種から7一こもおよぶ大型種まで
変化に富んでいるが、 一般には小型種が多い。

15. トゲハムシ亜科 H i 8pi nae
日本からは6 属13 種が記録されている。 この亜科は前胸背および輪翅にとげを備えた特異な形態を
持ち、単子葉類をhos tとする種が多い。
l 6. カメノコハムシ亜科 C a88 i d i nae

日本からは7属30種が記録されている。 この亜科は体形がヵメの甲羅のような特異な形態を持った
グループのためこの名がある。 幼虫は脱皮殻を背面に乗せたまま生活する。

察結果

1.  ロ器の一般形態

次にハムシ科成虫に関して口器mouth - par ts の一般的な形態を述べるo ハムシ科成虫の口器はそ

の食性に適した
t
Chewing- typeの口器であり、上居labrum、下居 labiumおよびそれぞれ一

対の大腮mandibles、小腮max:i l laeの4 つの器官より成っている( 図1 参照)o
上書L abrum : 頭部の前方に位置し、大腮の基部を って口座mouth cav i ty の屋根となってい
るo

国1. ョモギハムシCltr ll ,o f I na aur i clla l cea ( Mam orho im ) のn部
左 : m面図, 右 : 面国,  ; M: Mndible大展, Li : Labium下后. L r : Labrum 上居 , C : Ca rdo 節・ G : Ga lea 外弁,

Lc : Laclnja 業節, Lp : Labia l palpus 下 , Mp : Ma1ci l lary palpus 小展a M t : Men tum 下后基節

3
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大際Mand ib1 e8 : 頭部における一対の付属肢appendageであり、 葉を切断あるいは砕く働きが
ある。 ハムシ科のような植食性昆虫においては、歯がall くなるo
小震Ma:【i l l ae : 大腮と同様に一対の付属肢が変化したもので、基部から軸節cardo ' 鐵節

st ipesと続き、 数節には葉節1acinia・ 外弁galeaの2 葉片が備わるoまた小腮には感覚を司る
小腮 maxi l lary palpusが存在するo 小腮の機能は補助的なもので、 咀 を助けたり大腮で切断す

る際の葉の固定な どの働きがある。

下書Lab ium: 下居もまた一対の付属肢が変化したものであるが、完全に融合しているo
以上ハムシ科成虫の口器の概略を述べたが、 ここで大腮の形態をさらに詳しく見ることにするo

2.  大展の一般形態

大腮は一対の付属肢であり、 一般に左右の大腮は不対称である。 これは大腮をかみ合わせる際に上
下に重なるためである。

各大腮の基本構造は三角 になっており、三つの側面がそれぞれ体に対して背面、側面、および腹

面となり、底の部分が頭蓋head capsuleと節間膜でつながっている( 図2 参照)o
背面と腹面の接線は先端部で刃edgeを形成しいくつかの歯 teethを備える切歯部scissoria1 area
となるo この切歯部より基部には日歯部molar area が存在するo 切歯部と日歯部の間の腹面内縁に

は膜状構造物 である大腮常prosthecaが認められるo これらの構造物の機能は、 それぞれ切歯部で葉
を切断し、日歯部でそれをすり演し、大腮常は細かくなった食物を口腔へ運び込む動きをするo
背面と側面の接線の基部および腹面と側面の接線の基部には、 それぞれ頭蓋と関節し、 前者を妹番

ginglymus後者を顆状突起condyleという。
また内縁基部と外縁基部には大腮の開閉に用いられる二つの筋肉、 大腮内転筋abductor muscle、
大腮外転筋abbuctor muscleの付着点があるo
これらの形態については沢田( 1967 ) に従った。

3.  頭部における口器の位置

以上ハムシ科の口器の形態について述べたが、ハムシ科の食害形式の違いには、 これら形態の変化

と同様に頭部における 口器

の位置の違いが重要な要素

となってくる。

例えばナガハムシ亜科に

おいては、口器は頭部の最

前方に位置し、大腮も前方

を向く前口式progl,lathous
である。 これがッッハムシ

亜科の口器では頭部の下方

に位置し、大腮も下方を向

く下口式hypognathous と
なるo さ らにカメ ノ コハム

4

図 2. ハムシ科成虫大展の一般形

破線は大腮の基本構造の三角能を示す。



ムシ科における成 の大 形態について (1? 井 f t 1

シ亜科においては口器は頭部の下方後方に位置する後口式opi sthognathous となる。 口器の位置を各

亜科ごとに調べたのが表1 である。

これらの口器の位置を考慮した上で、ハムシ科の大腮の形態を比較してみる。

比較検討の結果

観察した大腮のうち右大腮の背面図および腹面図を図3 - l ~92 に示す。

1.  大展における各部分の特徴

切曲部Sci88or ial area : 切歯部は前方にまっすぐ伸長するグループと下方に屈曲するグルー

プに分けられるo 伸長するグループには、 ナガハムシ亜科・ モモプトハムシ亜科およびヵタビロハム

シ亜科が含まれ. その他の各亜科は屈曲するグループである。 屈曲するグループにおいては、腹面の

内側の一部が凹んで内面を形成し、 この内面と腹面の接線が刃を形成し歯を備える。 カメノコハムシ

亜科では特に内面が発達し、 さじ状の特異な形態である。

歯数については変化が多く、亜科ごとにまとまりにくいが、 ナガツツハムシ亜科・ ツツハムシ亜科

ツヤハムシ亜科・ コブハムシ亜科・ ホソハムシ亜科およびサルハムシ亜科についてはすべて2 歯で

あるo

国a部Molar area : 日歯部が認められるのは、ナガハムシ亜科・ モモブトハムシ亜科・ ネクイ

ハムシ亜科およびクビナガハムシ亜科のみであるo このうちナガハムシ亜科・ ネクイハムシ亜科およ

びクビナガハムシ亜科に含まれる種はよく発達し明瞭な日状構造を有するが、 モモブトハムシ亜科の

表1.   ハムシ科各亜科の頭部における口器の位 f

前 口 式
※
前 ~ 下口式 下 口 式

※
下 ~後口式 後 口 式

ナガハムシ亜科

ネクイハムシ亜科

ホソハムシ亜科

カタビロハムシ亜科

モモプトハムシ亜科

ク ビナガハムシ亜科

ナガツツハムシ亜科

サルハムシ亜科

ハムシ亜科

ヒゲナガハムシ亜科

トビハムシ亜科

ツツハムシ亜科

ツヤハムシ亜科

コ ブハムシ亜科

ト ゲハムシ亜科 カメノコハムシ亜科

※前口式と下口式、下口式と後口式の間にそれぞれ中間的な型として、 前~下口式、下~後口式
を用いた。

5
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ハムシ科における成虫の大腿. 形整について ( 酒井 資)
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表 2_   a 表操本の デー タ

a 察 原 本 a 名 お よ び 亜 科 名 I M年月日 採 集 地 名 操集者名

1. ナガハムシ重科 O r●odocn ino.o
1. ク ロ ナガ 、 ム シ O r : odae _ ara t t t Cl1lu jo

1.  ◆ tプトハムシ重科 Z o epho r i nae
2. ワモンモモプトハムシ Z_gopto・a a - lata ( Baly )

111. カタ ビロハムシ重科 Mo ga l opod inoo

3. カ タ ビ P ハ ムシ 「, - Mりo, , ap o- e - Baly

IV . ネクイハムシ重科 Donoc i i nao

4. イネネクイ 、ムシ Donaa a ln-o・o・t t Fai rmai re

5. オ オ ミ ズグサ ハム シ Pta t - M r t , ・o_・t r l・ t t・e u ' ( Jael由y )
6.   キ '? ケ' ミ ズクサハムシ P. - ppo一 一 , ・ N le' -

V . クビナガハムシ重科 C r i o c o r i n ao

7. ジ ウシホシクビナカ'ハムシ ICr to・ tr‘ , g_ tue t c - pt1M' t ' t a W・ i Se

8. アザ ミ ク ビポ ソハム シ L ,・ a e - e・o i a Chu jo

9. カ ワ リ ク ビポ ソハ ムシ L d t o・ r ・a Baly

10. ルイスクビナカ'ハムシ I, i t 1. oe e r ‘・ i , - ・ t ( Jacoby )
11. ア カ ツヤ ク ビナ カ' 、 ム シ L.  ,・bpo h ta ( Mo tschu l ' )

12. イネクビポソハムシ Ou i _ a cr y : ae ( KuwayaTla )

lt . ナガツツハムシ重科 C l y t r inao
l3. ョ ツ: f シナ力'ツツハムン, Ctyta ta・・‘_・uia ( Ratzeburg )
l4. キ ポ シナガツ ツ 、ム シ S M ragd tt,.a a・ r t t a ( L inn'eus )

l5. キイロナガツツハムシ S .  ・t o一一 ,   ( Cllujo )

l l .  ツツハムシ重科 C ryp t oco a 1 l -

l 6 . タ マ ツ ツ 、 ム シ d t , ・ _ e _ , t t ( Baly )
l7. ヤ ッ ポ シツ ツハムシ Cfyp toe phai・・ ,a a - Baly
l8. ク ロポシツツハムシ C a s,'ta t too Ba ly

l9. ホ ソ ッ ッ 、ムシ Paoli,y aeAys・ t r t t・o Baly

VI .  ツヤハムシ重科 Lanpro・crue t in _
20. ツヤハ ムシ OoMi,:,to,dt , e・upr at _ ( Ba ly )

K .  コプハムシ更科 Ch lam i・ i nato

21. ツ ツ ジ コ プハムシ C I, 1a M ・ _ l a t _ u Chu jo
22. ク キ'コプハムシ (、.  ,pt iot・s ( Baly )

X . サル 、ムシ更科 Euno lpi - o
23. ア カ カ'ネサル 、ムシ e・o tA _ _ , e M , _ t .fe A u (Met 'ehuls;ky )
2A.   ハンノキサルハムシ Baa l・p a iatyt ( Harold )
25. ウスイ ロサル ハム シ B. palLtd“ i _ ( Baly )
26. イモサルハムシ Co l a o・O M daur i e _ Mannerheim
27. ヒ メ サルハム シ ICotpo,c・ i t・ ・ l - ta ( Mo tsel、uls )

28. シ ロ オ ビア ラ ク 'サルハ ムシ D - ot t M f a,eteldata Baly

25 - V,  1980

23 - V .  198 1

27 - V .  1979

28 -VI . l 9 8 1

7 - lt.  l 980

7 -VI .  1980

2 2 - l l,  l 980

25 - V . 1980
3 0 - V,  1980

20 - l l ,  1979
10 - l l ,  l 981

10一、l ,  l98 1

1 - l, 1981

21 - l l, 19 8 1

10 -VI,  1981

10 一、1.  l981

24 - V,  l980
2 - V, l980

27一、l,  l980

22 - IV. l980

5 - V, l981

7 - VI. l979

l 8 - V , 1979
26 - V, 1980
10 - VI. 1981

2 - VI,  1980
30 - V , 1980

3 - V ,  1980

山製 a山市日川算道

山 吉永' J 八 寺

佐資 六座1]
山形?小国I t
山形 小国◆,

山製集a山市日川林通

山梨 a山市日川林通

三重 御在所山

千業 木更津市新西

山製集三I t山

千集 木更 市。新 西

千業 木更 市新西

山製累北都留那西原

山製 広河原

千業集清選山

神奈川 半原

l l 奈川 伊 原市日向山

山製集a山市日川林通
千業 木更 市。新 西

1'll奈川集厚木市◆大●場

東京都高尾山

山●i iti・志

古川 m通

下村  a

岡山泰三

酒井 買

酒井 買

酒井  買

酒井 買

酒并 貢

酒井 買

酒井 I t
酒井 買

酒井 l l:

l 4



ムン 科に j ; ける成 1 の大lo  形態につい '二  ・ 1内 ll l' l

a 家 本 a 名 お よ び 重 科 名 採集年月日 採 集 地 名 採集者名

29.   チ , イ p アラク'サルハムシ D. , 011 .' ta Ba ly

a ウス ダサル ハムシ ilyp・r at ' f -etata ( Ba ly )
31. コ フ キサル ハムシ Lypt , ti t , a tt r ( MotSehu lSky )
32. ト'ウ :がネサルハムシ Se t t odon t a i - a t Baly
33. シ o オ ビム ク f サル 、ムシ 7'r teAoeAry ' a 'a p・一 ( MOtSehulS10l' )

lt . ホソハムシ重科 Synot inao
l t.   カパノキハムシ Sy - ta ad - : i Baly

a . ハムシ重科 Chry■omo1 i Mo
35. 3 モ ハ ム シ tbry:ohM - n o i c a ( M - ne rhei m )

36. ト' p ノキハムシ Cllry・oM ta popui L i n - eu s

37. ヒ ラ タ ハ ムシ G_ t rot t M d pr ・・a Baly
38. キイ p ヒ ラ ・ ハム シ Gat troiMo,d,・ )apon'ea ( ila「old )
a コ カ ・ ルリハムシ G,at ,・opty」・a at , oeya'、.・a Motsehul1l10「

40. ト オ. シハ ムシ Go_ oct , _ Jap - ea Chlujo et KimOto
41.   ルリハムシ L1 _ d t ・ a - a ( L in - eus )

42. fイ コン 、ムシ 1:り_ don b・o : ・ t a , Baly

43.   オオオ、ソルリハムシ P;l, ratora f n ''dt・ ( Cl u jo )

4A. ヤナ ル リ ハ ムシ Piag・od ra ' tr '二cetera Baly

45. ダル マ 、 ム シ Po t _ t - a eyr to - td , , ( Jacoby )

X国.  ヒゲナガハムシ重科 Go lo r ue i noo

46. サル ナシハム シ ・ i a a M r r p・・ Motsehu lsky
47. 、ンノキハムシ Agt t at t t・a eot n i‘a B・ ly

48. カワリヒ f ナガハムシ , t 1,r o t _ - g t・ MOtSehu iSl0'
4g. ウ リ ハム シモ ド キ t r _ :ya - l, tr - ( F・1de「m )
50. ウリハムシ A“ face or・ f _ o ra t ,・ ( Motschu1'ky )
51. ク ロウ リ ハ ムシ A . - fr tp tM t ' M e t ' ehu lS

52. ク ワハ ムシ F i ‘・. t ・a a t a a r - t a ( Ba ly )
53. ニ レハ ムシ Gate ‘ t t・ M _ t teot t , , ( Motsehu l・ky )
54. イ タ ドリハムシ Gau‘n‘etdc bi fa 'e ata ( Baly )

55 .   ムツキ , ii シハム シ G.  i一 一 ( Jaeoty )
56. ョ ツキ ポシハム シ aa _ .rA ta t b - 'a t a ( lh rold )
57.   キムネウス・、 、ムシ Lupe - ・ t r tdtpeM t ' Oglobl in
58. ク p ,、ネァシナカ' 、 ム シ MoMt epta dieAr on n Ha rold

59. ウスイ pアシナカ'ハムシ M.  pni i ,di,.i - ( Ba ly )

6 0. フタスジヒメ 、 ム シ Pa,aft‘,p・rod‘・ nigrobt t t - at - ( MOt ehul ky )
61. ア ト ポシハム シ Pa,tdta al・fui teot i ・・ (MotsChulS10' )
62.   イ ・ ヤケプカハムシ Pyr r ;,a t ta fa・et p m ls ( Jacoby )

63. サクラケプカハムシ P.  , _ .j l‘i・a ( J aoby )
64. ルリヒゲナカ' ウス ,、ハムシ St -01・pt - e n e - ( Baly )
65. トク'アシヒ f ナカ'ハムシ 「a _ a e t ra t t bt ' t i ・ ( Jacoby )

X「V. トビハムシ重科 A l t ic i : - o

66.   スジカミナリ トビハムシ . a t t ca - n eo ' t a ( JaeOty )
67. ヒ テントウト ビ 、 ム シ Argopt , t t・ t s t kooM Chen

68.   カクムネ トビハムシ A a or - t a ia - eo u , ( Jacoby )

6g.   オオカクムネトビハムシ .,4.  oh,e・ n ta r・ t・ ( Motsehulsky )

10 - l l , 1981
3 - V , 1980

6 -VI , 1980
30 - V . l980

3 - V, 1980

23 -VI . l 980

24 - In. 1980

23 - 11 . 1980
7 - VI . 1980

7 - lt . l980
30 -V .  l980

23 - ll l , 1980
l 8 - V , l981
28 - VI ,  l 980

24 -VI . 19 78

22 - IV, 1980
7 -W, 19 80

13 - VI ,  1980

24 - V . 1980
22 - VI . 1980

21一、1. 1979
18 - V . 1979

l 8 - V . l979
18 -V , l979
2 2 - VI , 1980

20 - IV. l980
20 - IV. l9 80

20 - IV, 1980
1一、1, 1981

30 - VI, 1980
3 - X . 1980

3 0 - V . 1980

30一、lt. 1 9 8 0

13 - K , l980
2 2 - VI . l980

27一、1 , 1980
l - l l . 1981

l 2 - V .  1980

12 - 「V, l 980
l 8 - 「V, l980

l 8 - lV. 1980

千集 木更津市請西

東京都高尾山

場玉 大lit村川又

東京都高尾山

山製 塩山市日川林通

群馬集片品村

山梨 三li t山
場玉 大l ' i;村川又

山製 塩山市日川林適

loll察川 山北'T
願本 矢部 ' ]内大臣

北海適中札内村日高山系

千業 清選山

山梨 山市日川林通

山製Mt:部留那西原
山製 山市日川林通

群馬 片品村大沢

山製 a山市日川林通
東京都八王子市構ノ木平

東京都八王子市構ノ木平

東京都八王子市I tノ 木 'F

山集 三 山

i '◆奈川 厚木市●大 lt l'a

長野 志資高原

山製 W塩山市日川林道
山製 広河原

山製集三 山

千業 演山市江戸川

東京都八王子市構ノ 木'l
東京都八王子市構ノ 木

酒井  貫

酒井 買

内野量士

酒井 貫

酒井 買

酒井 1■l

酒井  買

酒井 買

酒井 買

酒井 1.
酒井 買

高 明子

酒井 I ll

酒井 l l

酒井

l 5
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a 家 本 a 名 お よ び 亜 科 名 採集年月日 採集 地 名 株集着名

70.   アオパヤナキ' ト ピハムシ Creptdod t・a pi tu・ We ise

7 1. キパネミ ' / アシ トビ 、ムシ a - tpyt t・ f ia・tpeM,・ ( Ba ly )
72.   ルリ ミ ' /アシト ビハムシ a . ptaf od r o, d・・ ( Motsehul sky )

73. ナ lf ト ピハムシ L iprt‘,・ ll - l.etato・ tr・at - M o t sehu l s

74. ヨ モ キ'ア シナ カ'ハム シ Lent , tar , - a - c - ( Baly )

75.   オオパコアシナ lf ト ピハムシ L . t 一 _ t ( Baly )
7 6. キ アシホ ソ トビハムシ L・ptro o・10'Ia t一‘ i r e , a ( Jacoby )

77.   ルリヒゲプト ト ビハムシ No'u r t1l.r a eyan - Baly
78.   キアシヒク'プト ト ビハムシ N.  t t i ,a l Jacoby

7g. フチ ト リ トビハムシ Pys, - a fui tp・M‘・ ( Baly )
80. キスジト ビハムシ PAyt totrt ta , t noiata ( Fabrieius )
81. 7 タ ホシオオ ト ビハ ムシ P・t -・lod r a a ntAo: p‘ Ia Baly

82. アサナカ'スネ ト ビ 、ム シ P・yu loli t・ at ten - ta Jacoby

83.   ナ・ ネナカ'スネト ビハムシ P . t t ron・ Baly
84. ア ミ .,l ト ピハムシ Sa,二slanoia - etato, t nata ( Mo tsehuls )
85.   ウスグロアラ 、 f トピハムシ Traell.ya a ona o h ・ 一 , a ( Jacoby )

XV .   トゲ 、ムシ重科 H i●:pine●
86.   キペリ トク'ハムシ Daetyt ・ a ・ o - t Gest ro

87. カタ ビ o トク'ハムシ D.  , , i中_ d,-ata ( B・ly )
88. ク ロ ル リ ト ク' ハムシ R - 1,1・o a M f ro・y a ,a (Met・ehu l ky )

Xii 力メノ コハムシ重科 C a ● i d i n o o

89. ジンカ'サハムシ ..,l.pidoMr a dt f for -,・ ( Motsehul・ky )

90. カ ノ コ ハ ム シ Ca , , da 一 i o , a L i nnaeus

91. セ '「カ カメ ノコハムシ IC.  ・ l・p‘r t lna Bohenun

92.   イチモンジカメ ノ コハムシ M - ・da b, , - o,a S paeth

22 - l l, l980
6 - VI , l980

6 -VI .  1980
2 1 - VI, 1979

29一、l , 1980
2 - V , 1980

2 4 - 「V, 1980

2 - V , l980
2 0 - IV,  l980

30 - V . 1980
2 9 - l , l980

5 -VI , l981
1 2 - V,  1980

l 2 - V. 1980
18 - IV, l980

7 - 111. l979

6 - ll , l980

20 - IV. 1980
6 - lt. 1980

5 - V. 1981
2 5 - VI, 1979

2 - V, l980
2 - V, 1980

山集 a山市日川林通
場玉 大 村川又

場王 大 村川叉

舞馬 片品村

山製 広河原

場王 入間部

東京都 多 恍ｬ水根沢

東京都八王子市構ノ木平

千業 演山市江戸川台

群馬 赤城山

千集 演山市江戸川台

千集 演山市江戸川台

東京都八王子市構ノ木平

山製 塩山市日川林通

東京都八王子市構ノ木平

場玉 大 村川叉

奈川 半原

馬集片品村大沢

東京都 多 _ ] 水根沢

酒井 ;l:

酒井 ll:
酒井 I t
酒井 資

井 ;.:

酒井 買

酒井 資

酒井  買

酒井 11t

16

表 3.   ハムシ科各亜科の大農の形

亜 科 名 切 to部 日 I ll 部

有 無 発 達 痕跡的 有 無 ハケ 状 袋 状 度 状

ナ カ' ハム シ

モ モ プ トハム シ

カタビロハムシ

ネ クイハムシ

クビナ力'ハムシ
ナ力' ツ ツハム シ

ツ ツ ハ ム シ

ツ ヤハムシ

コ プハム シ

サ ル ハ ム シ

ホ ソ ハム シ

ハ ム シ

ヒ ナ カ' ハム シ
ト ビハム シ

トグハムシ

カ メ ノ コハム シ

伸 長

十

十

十

十

0

0
0

0
十

十

十

十

十

0
0
0
0

0

屈 曲

- 十

十

十

十

十

十

(注)

0
0

0
0
0

(注)  ョツポシナカ' ツツハムシのみに痕跡的に見られる。
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ものは痕跡的である。

大 軸P ro8 t heca : ナガハムシ亜科・ モモブトハムシ亜科・ カタビロハムシ亜科・ ネクイハムシ

亜科・ クビナガハムシ亜科・ サルハムシ亜科・ ホソハムシ亜科・ ハムシ亜科・ ヒゲナガハムシ亜科お

よびトビハムシ亜科の全て、ナガツツハムシ亜科のョツポシナガツツハムシCL:yta tat,1.u.f ieu1,a
( Ratzeburg ) では痕跡的に大腮 が見られたo
大腮將はその形態が多様で、 ハケ状・ 膜状および袋状のものなどがある。 大腮常の他に大腮の付属

物として毛束penici1lumや後磨緑部postmola等が知られているが、  これらの付属物の区分は必ず

しも明瞭ではないので、 ここでは大腮」常に含めて扱っている。

2.  各亜科から見た大展形態

ナガハムシ亜科 : 切歯部は前方に伸長し、  1 歯を備える。日歯部はよく発達し臼状構造が認められ

る。 大腮常は膜状で縁はハケ状。

モモブトハムシ亜科 : 切歯部は前方に伸長し数歯を備える。 日歯部は痕跡的である。 大腮常はハケ

状。

カタビロハムシ亜科 : 切歯部は前方に伸長し l 歯を備える。日歯部は認められない。 大腮船はハケ

状。

ネクイハムシ亜科: 切歯部は屈曲し数歯を備える。日歯部はよく発達し日状構造が認められる。大

腮常はハケ状であるがォォミズクサハムシ属 Ptateumar,s では先方が毛の束になるo 背面基部が伸

長し、 内緑に膜状構造を持つ。

クビナガハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し数歯を備える。 日歯部はよく発達し日状構造が認められる。

大腮精はネクイハムシ亜科のオオミズギワハムシ属によく似るが、 ヒメクビポソハムシ属0uLemaで
は痕跡的になる。 背面基部が伸長し、 内縁に膜状構造を持つb
ナガツツハムシ亜科 : 切歯部は強く屈曲して内面が発達、 2 歯を備える。日歯部は認められない。

大腮將はョツポシナガツツハムシのみに痕跡的に認められた。

ツツハムシ亜科: 切歯部はナガツツハムシ亜科によく似るが屈曲は強くはない。日歯部および大腮

將は認められない。

ツヤハムシ亜科 : 切歯部は屈曲するが先端が鋭く尖る。 日歯部、 大腮輪は認められない。

コブハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し 2 歯を備える。 内面は凹む。 日歯部、大腮常は認められないo
サルハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し2 歯を備える。日歯部は認められない。大腮常は大腮内転筋の付

着点にハケ状に認め られる。

ホソハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し2 歯を備える。日歯部は認められない。 大腮常はサルハムシ亜科

に似るo
ハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し数歯を備える。内面が発達し日歯部は認められない。大腮常は袋状で

表面に徴毛を備えるo ダルマハムシPotan,n,a eyrtono,dos・ ( Jacoby ) のみはハケ状の大腮將を有
する。

ヒゲナガハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し数歯を備える。日歯部は認められない。大腮將は袋状で、 2
分される種もある。

トビハムシ亜科 : 切歯部は屈曲し数歯を備える。日歯部は認められない。大腮常はヒゲナガハムシ

l 7
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亜科に類似する。

トケ,ハムシ亜科: 切歯部は屈曲し数歯を備える。内面はよく発達するo日歯部および大腮常は認め
られない。

カメノコハムシ亜科: 切歯部はゆるく屈曲し数歯を備える。内面が非常によく発達し、サジ状とな

る。 臼歯部および大腮將は認められない。 背面外縁基部に隆起が見られるo

以上ハムシ科成虫の大腮形態を簡単に述べてきたが、 これらをまとめて表3 に示したo 亜科の配例
はKlmoto(1964-66 ) に従った。表3 の上位の亜科がより古い形態を残していると考えられているo

あとがき

今回の観察においては、ハムシ科成虫の大腮形態は亜科のtaxaで比較的まとまっているようであ
る。 今後さらに多くの種を観察し、属あるいは種のレベルにおける検討を試み、食性との関速を考え
て行きたい。

末筆ながら日頃何かと御教授を賜わっている東京農業大学昆虫学研究室の渡辺泰明助教授に厚く御
礼申し上げるとともに、 it重な標本の御恵与に預った山崎裕志・ 下村徹' 斉藤秀生 ' 高須明子 ' 岡山
泰三・ 古川雅通・ 内野敬士諸氏に深く感謝の意を表するo
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日本拍翅日学会第7 回総会

甲虫談話会1 1 月例会合同例会記

恒例となった秋の甲虫談話会との合同例会が、 昭和57年ll月14 日に東京浜松町の機械振興会館にて

催された。

すでに例会のレポートおよび参加者は当学会会員でもある藤田宏氏によって月刊むし1982年12月号
に報告されている。 講演は5 題行なわれた。

特別 演

佐々 治寛之( 福井大学教育学部生物学教室 ) 「甲虫各科の種数の比較」

一般 演

新里達也( 緑地植生研究所) 「Rhaph,maん,r t ipes・ケズネチビトラカミキリについて」 ( 將翅日学

会 )
妹尾俊男 ( 東京農業大学昆虫学研究室) 「日本南部および台湾に分布するPeribathys・属 ( ヒゲナガ

ゾウムシ科 ) 」 ( 將翅日学会 )
鈴木 互( 東京農業大学昆虫学研究室 ) 「ビルマおよびインドシナ産PMa属 ( コメツキムシ科 ) の

タイプについて」 ( 甲虫談話会 )
三宅義一 ( 東京都多摩市 ) 「日本・ 琉球・ 台湾産トラハナムグリ族の属の分類」 ( 甲虫談話会 )

甲虫各科の種数の比較
佐々 治 寛之

甲虫類の各科について、 日本産の種数を中央ヨーロッパ・ 旧北区・ 北アメリカおよび世界全体の種

数と比較してみたところ、以下のような結果となった。

研究の精度を除いた場合においても、相対的に日本は森林性の種が多く、草地性の種が少ない傾向

があり、加えて朽木やきのこに集まるグループが中央ヨーロッパ・ 北アメリカに比べて極めて多い。

また、 日本の種の内容を中央ヨーロッパあるいは旧北区全体と比べると、亜熱帯または東洋区系要素

が進入したとみられる傾向がある。研究の進んでいる中央ヨーロッパよりも著しく種数の少ない科は、

徴小であったり区別がむつかしいという理由で、日本での整理がゆきとどいていない科であることを

示している。世界の種数に対して相対的に日本に少ないという傾向は、 コガネムシ科やタマムシ科な

どの大型で、 いわゆる人気甲虫にみられる。

若干の科について日本における種数の年代変化をみると、1800年代終りの外国人による研究、 1910
-40年の日本人による研究、 l955年以降の近年の再検討と3 つのピークが一般的である。 科によって

は第2 のピークがない、あるいは第2 ・ 第3 のピークもなぃとぃう研究状態の科もある。 したがって、

これらに概当する科は1900年代に入ってから日本人による整理がほとんどなされていない科であり、
これらの科については今後精力的な研究が強く望まれる。
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RhaphMnta hir tipes ケズネチビ トラカミキリ について
新里 達也

Rha uma hir t,pes Matsushita, 1940は、台湾中部埔里において2 月に採集された1 雄の標本

に基づいて記載発表された小型のトラカミキリの1 種である。その後、奄美大島から新属新種として

書かれたAmam,tctytus・ no.buoi Ohbayashi , 1964 ( アマミチビトラカミキリ ) は、  小島 ' 林ら

(1965 ) によって本種の異名とされており、現在台湾および奄美大島に産するものは同一種として、

A・m,amictytus、 ん, rt ip,.f の学名が当てられているo
最近、演者は台湾および奄美大島産のAna,nictytus・属の標本を多数検する機会に恵まれ、  また原

記載を検討の結果、松下の種んi rt,pes について幾つかの知見を得ることができたo
①松下の種hirt,p一ま原記載によれば体は非常に細く、  触角の長い種であるが、  奄美大島産はむ
しろ体は太く短く、触角も短い種である。

②台湾では現在までにAnamieLytu.s・属の範 に含まれると思われるトラカミキリが6 種 ( 未記載

種を含む) 分布することがわかってきたが、いまだ奄美大島産と同一の種は未発見であるo
③台湾産6 種中、原記載から判断してん一,pes・と同定される種は奄美大島産とはまったく異なる
種である。

上記のことから明らかであるのは、松下の種ん,,rt,pesは台湾産の1 種をさすべきもので、 奄美大

島産にはやはりnobuoiを当てるべきである。 小島・ 林らの見解が、外見上極似している台湾のAma-
m,ieLytwの数種をすべて同一種の変異と見なし、奄美大島産もその範 に含まれるものと考えた結

果か、 あるいは記 文との照合のうえでの単なる誤同定であるのか、推測の域は出ないが、以上の3
点から判断する限りではその扱いは訂正されるべきであろうo 真のん一,pesの正体は模式標本を検
していないため、演者自身も釈然としていない状況であるが、少なくとも奄美大島に産するn°iu°i
はこれとは異なる独立種であるという点だけは提示しておかなければならないo またこれによって

hjrt,pesの属の所属についてもAmam.iciytus に含めるべきか、 今後検討する必要が生じたわけであ
るo

本講演はR',aphu,m.aんi r t ipes について、 とあるが、時間の都合から奄美大島産のnobu,°i との関係

についてのみ述ぺさせて戴いた。

日本南部および台湾に分布する Per ibathys属
(ヒゲナガゾウムシ科) 妹尾

俊男peribatんys 属は、ベンガル地方からインドシナ、  スンダランドを経てセレベスにかけて分布して
おり、現在までにこれらの地域から6 種が記載されている。 今回演者は、 奄美大島および台湾の阿里

山から採集された本属の標本を検する機会に恵まれた。 それらを検討した結果、前胸の側縁' 複眼前
の印刻・ 触角各節・ 腹節腹板の斑1改・ 腹部末端節・ 雄交尾器等の形態的特徴により、それそ、れを新種
として認めた。 また、本属のこれまでの分布北限は中国南東部であったが、今回の新種の発見により
奄美大島まで北上した。 そのことにより、本属を包含するXenocer iniが本邦にも分布することが明
らかになった。
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第7 回 ・ 名古屋支部例会記
穂積 俊文

今年も採集シーズンを前にした3 月13 日、 名古屋産業貿易会館において 翅日学会名古屋支部大会

が開かれた。

支部大会も今年で7 年、参加者も徐々 に增えて今年は31名を数えるまでになった。
講演は、東京から藤田宏氏による「日本のルリクワガタムシ3 種について」、竹内克豊氏による

r愛知県下におけるルリクワガタムシ類について」、そして昨年「岐阜県の昆虫」を執筆された野平
照雄氏による「岐阜県のカミキリムシとゾウムシについて」の3題が行なわれたo
参加者 ( 順不同 31 名 )
清水信治、村田文彦、蟹江昇、今村隆一、井野川重則、藤田宏、森部一雄、伊藤徳造、大竹勝、岩
崎博、平田滋宜、長谷川道明、河路掛吾、水谷高弘、長谷川稔洋、石田勝義、野平照雄、小開秀祐、
加藤隆行、生行展行、 大塚 、 市岡孝郎、穂積俊文、河北均、松永晴彦、後藤武司、竹内克豊、横井

秀樹、石原伸宏、佐藤正孝、太田克人。

さやばね8 号で名古屋支部例会記に第5 回とありましたが、 これは第6 回の誤りですo 本誌上でお

詫と訂正をいたします。 ( 集部 )
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日本韓翅目学会 ・ 会員動静

新入会員

会員番号 氏 名 郵便番号

( 1982年9 月1 日~ 1983年10月1 日 )

住 所

住所変更 ( 新 l l 所 )
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o退 会

認定退会

数回の通知にもかかわらず、丸2 年間会費を滞納されている方は、残念ですが認定退会扱いとさ
せていただきます。 なお、復会には未納分の会費と入会金500円を必要としますo

2,i



会からのお知らせ・ ご素内
oバックナンバーはすべて東京通販サービス社へ

l980年度よりパックナンバーの発送はすべて東京通販サービス社に委託いたしました。 パックナン
バ ーのお申し込みは必ず東京通販サービス社の方へなさって下さい。 事務局の方では一切扱っており
ませんので, 絶対にお申し込みにならないで下さい。 また, 1980年度よりパックナンバーの学生割引
はやめ ( 委託販売により計算が大変めんどうになるため ) , 一律料金といたしました。

「EL YTRA」Vol .1 l , Vol .2 1 & 2 ( l973~l974年)
「 E L YT RA 」 Vol .3 Nes t / 2 「 さやばね」 l ( 1975年)
「E L YTRA 」 Vol.4Jla l & 2 「 さやばね」 2 ( 1976年)
「E L YTRA 」 Vol .5 1 & 2 「 さやばね.1Jla3 (1977年)
「 E L YTRA 」 Vol .6 1 & 2 「さやばね」 . ﾎ4  ( l978年
「ELYTRA」Vol.7 1 & 2 「 さやばね_i lia5 ( l979~ l980年)
「E L YTRA 」 Vol .8 ./;61 & 2 「 さやばね」 6 ( l9a)~ l981年)
「 E L YTRA 」 Vol .9 1 & 2 「 さやばね」 7 (1981年)
「 E L Y T RA 」 Vo i l e 1 & 2 「 さやばね」 8 (1982年)

3冊組 2,000 ( 〒200 )
2冊組￥2,000 ( 〒200 )
3 冊組￥2,000 ( 〒200 )
3冊組￥3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組￥3,000 ( 〒200 )
3冊組￥3,000 ( 〒200 )

oお申し込み先 : 〒 l 56 東京・ 千歳郵便局私書箱33 号 東京通販サービス社

TEL 03 (426) 6012 郵便振替 東京0- 73156

よ り高度な蒐集 ・ 研究は文献から ./

日 本 建 f lヨ r-t=! 目 j最 5 :I S No 2 0 ~ 2 4 5 冊セット ￥2 ・5 0 0 l〒2 5 0 )  ・

ヵ ミキ 1ムシ科 ( 3 1 、ハムシ科 (31 、ナがハナノミ科、テントウムシダマシタ科、チビシデムシ科を 最c

★院刊分: 第1 集 l、ie l ~ 7  (クワガタ . ク , ツヤムシ, 、 ン ミ , ウネホ ソ ムシ, マ.'L 、- oムシ・  ヒラタ ドEムシ各科1
7冊組 ￥8 0 0 l〒2 0 0 )  .

第2集 No 8 ~ 1 4 ( ド ロムシ , メド fムシ. ダェンマ, ドロムシ・  コメツキムシ 1 ・  ミ ジ ンキ スイ ム , ホ ソ カ

タ ム , ヵクホソカタムシ各科、 7冊組 l l 8 0 0 (〒20 0、  ・
第3集 No . 1 5 ~ 1 7  l コがネムシ科一 1 - .  カミキ 'Jムシ科一1 -・ ハムシ科一1 - 1

3冊組 ￥9 0 0  l〒20 01  ・
第4 No.1 8 ~ 1 9  lハムン科一2 - , 力ミキリムシ科一2 - ) 2冊組 ￥1 , 5 0 0  l〒2 0 01  ・

A l t . :y E p E ll A H o B y C A LI C E BE P H ll A 3 Hレt leer - hyoid・e of Nor th Asl・1 北アジアのカミキ '1 ム

v o l . 2 po r t fl ee r・・byc1 - e1 & V o l . 2 Part 2lCer ' 'bye!n・e:Cly tln1;Sten・SPln1 & e tc ・1

B5. 475pp. 288 i1gs. cl . カミキ Jムシ重科 2冊組 ￥1 4 ・ 4 8 0  (〒4 0 01 M・
v 0 L .  3 ILa・1、nee:Dero・d1non、n、 - l lpo・ecyn1nl1 フトカミ i- 'J重科一 I -

B5 , 224pp . 120 f igs.  c l . ￥4 ・4 0 0  l〒3 0 01 M・
ソ jの本は原則として計i限定出版ですので、お めにお求め下さい, 尚来年第4 書の出販が予定されて・ 、ます,

T T s よ り と 解 の お ら

小社の事富所が2 ヶ所、 t口が4 ヶ所に別れており、大変仕事の能率が く不使でしたので、 1 月5 日より下配に 数すことにな

りました。新しい所は小国急 と国鉄南武 の '登戸」から多i川の上流方向に歩いて的6 分です, 新宿からは急行で4 ツ目で約20
分、時間的には組堂とあまり変わりません。 章の場合は、  「世田谷aり」を下り多事川の構を= り、直ぐの「登Fi」の信号を右折し
最初の信号「登戸新町」を左折直ぐ右 です , 章場には3 台は業に入ります。
高 <経堂>では ◆ 2 月 2 0 日まで営集し、22日から年末まで移転のt:め体業發します。新年は◆ 月 5 日 より

r '登 ji l l . にて営集数します, また、移転にともない名称も T T S ・ 田 : - と変更数しますo

l月5 日から新住所になります
昆虫洋書・ 國t ・ 学術書・ 地方出 物

T T S E i! r-t : ! ll 9!  l '
〒214 川 市多 区登戸新町 l 4

l l56 東京・千最算使局私書荷3 3 号)
TE 044 -911 -85111代1 使最書 東京0-73156

定体日: 毎 日・ 祝日

l 2月 2 0日まで
東 東 通 限 - ヒ ' ス
〒156 1最京一千最 使局私◆構33 号
'EL O3-426-6012 使最f 東京0-73156

l 2 月5 日まで「経堂 ヨナっ a理セー 」

ご注文はハガ キに着名糖印の上 (18 オ未 は保a者印) ご注文下さい, 直ちにお送
りいたします, 代金は到着後5 日以内にこ'送金下さい, 送料l;t2 冊以上になると安
くなります,
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19 8 2 年度会計報告
( l982年 l 月1 日~ 12月31 日 )

収 入 支 出

前 期 線 超 10 6,335
入 会 金 7,50 0
パックナンバー代 263,900
l982 年度分会責 380,000
l983 年度分会 f 41 6,000
1983 年度以降分の会責 2 1.000
別 Ia 代 6 3,435
広 告 料 17 0,000
預 金 利 子 l,581
甲虫談話会より会場責 ( 2 回分 ) 41,500
l l 月 14 日入場 17,300
構 収 入 l,600

E L Y TRA , V ol . 9 2 印Il l代(残り分)   384,0 0 0
ELYTRA , Vol . l0 .1'11 印a代 601,300
さやばね, 8 印 代 8 6,000
送 料 1 92,070
ハンフ類コピー代 23,000
事 It 関係 20,420
総会会場責 ( ' 81 分 ) 41,500
総会会場 ・ 他 71,500
構 ・ 通信 f l l,740
次 期 線 超 58,6 21

l,490,l 51 l,490,l 51

集 後 配

今年も残すところ1 ケ月半足らずとなってしまいました。 今年の採集品はまだ10分の1 程度し力,:標
本になっていません。昨年、 一昨年の分は考えないようにしています。 また、 これらのうちで、 まと

まるものは少しずつでも活字にしなければいけないと思っています。 それでも私達の都合を全く無視

してイノシシは逃げていってしまいますo
今年のカミキリ界は大きな出来事が起きてしまいました。 すでに御存じの方も多いと思いますが、

春にBreuning氏が、秋にはVi lliers氏が亡りました。 Breuning氏は20代後半から精力的にフトカミ
キリ類を記 し、 600 編以上の論文中で6000種以上 ( 亜種や型なども含めると恐らく8000 にも9000
にもなるであろう ) を発表しているo 一方Vi lliers氏は数年前から林匡夫博士と共同で世界のハナカ
ミキリ亜科の属の整理を内容とした大論文を書いておられ、 近年中に発行される予定であるとのこと

であった。 Breuning氏は90 才近いお年であったので生涯ヵミキリムシの記 に微し全うされたが、

Villiers氏にはまだこれから多くの研究を進めていただきたかった。 また氏はパリ博物館で甲虫の

curatorもやっておられヵミキリ以外の甲虫研究者も大変お世話になっている方でした。
昨年の春Gr:essit t氏が飛行機事故で亡なったことも記億に新しいところで今年も世界のカミキリ
学者が二人亡なってしまいました。 カミキリ界も新しい時代が来る / という見方もできますが、 それ

にしてはまだまだ若手が研究不足力不足です。 彼等の研究が跡絶えないよう若手の研究者が大いに書

起してほしいものです。来たるネズミのように全世界に繁栄するよう頭張りましょう。

なおその成果の一部でも本誌に投稿していただければ幸いです。

さやばね 9 昭和58 年 l l 月20日発行
編集者 : 斉藤秀生 斉藤明子

発行所: 日本將翅目学会 ( 〒110  東京都台東区東上野4 - 26- 8 , 福田惣一方)
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大型

4, 500円(送料別)
中型

4, 000円( 送料別)

この価格は昭和51年4 月現在のものです
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